2019年度㈳日本ITFテコンドー協会理事会議事録

2019年4月14日

参加者確認

　岸理事長　金理事　豊永理事　原田理事　清水理事　大竹理事

　上記６名の参加により本理事会を有効とします。

　なお佐々木理事は岸理事長に委任します。

　他参加者として、忠岡会長、芝上監事を出席。

会計報告

　特に問題無し。

　数次の動きが分かりやすいように三期分ほどの比較資料が欲しい。

各エリアの報告

□東京

　人数は150名弱。やや減少傾向。指導員を増やすことが課題。

□静岡

　人数がかなり減っている。現在10名ほど。新規会員の獲得が必須。

□中部

　人数は増加傾向。現在600名ほど。組織を中部で一括化して機能的に運営が出来ている。

□関西

４）理事会の解散と再選出

　メンバーの変更はありません。

　理事長には岸理事が継続して就任。

【各理事より議題】

□岸

・セキュリティ対策についての報告と確認

　メールで個人情報を送る場合なども、パスワードをかけるなどの対策が必要。

　SNSやホームページにあげる場合にも本人確認が必要になってきている。大会の要綱にも写真などをホームページにあげるなどの内容を記載すること。

・時期ITF総裁選（2019年4月29日）について

　理事の間では、総裁にはウィンボス師聖が有力候補。最終的には現場判断。

・保護者の応援について

　大会が盛んな中部エリアでは、過激な応援や、同じ道場でのひいき的な応援が問題になってきている。各エリアでも注意をする。応援を禁止するなどの対応については各大会ごとに行う事。

□原田

・大会でのインナーについて

　インナーに機能があるものを着用している選手がいる。

　対応としては連盟のオフィシャルルールに則ること。ただし、マウスピースについては白、または透明とする。

□清水

・行事の情報共有について

　大会が極力重ならないように、スケジュールを協会のホームページに一括で公開する。

